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研究成果の概要（和文）：本研究は，テニスプレーヤーのパフォーマンスを評価するために，標準化プロファイ
リングの手法を用いて数値化することの有効性について検証した．その結果，標準化プロファイリングによるパ
フォーマンスの視覚化がプレーヤーの特徴を示す可能性があること，また，パーセンタイル値を用いることで，
プレーヤーの継時的変化についても視覚化できる可能性が示唆された．さらに特定の選手同士の対戦を視覚化す
ることで，プレーの内容を客観化できる可能性も伺えた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to verify the efficiency of normative 
performance profiling technique to evaluate performance of tennis players. The results were as 
follows: 1) Visual information from normative performance profiling technique has the ability to 
indicate the characteristics of tennis players. 2) It indicated that percentile value of normative 
performance profiling showed chronological change of tennis players. 3) It indicated that normative 
performance profiling evaluated the quality of players of each match in head-to-head. 

研究分野： コーチング学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 筆者は平成 17-18年度の科学研究費により，
テニスの電子スコアブックを開発した（髙橋
ら，2006；Takahashi et al., 2006）．スコ
アブックは試合中の情報を，試合を観戦しな
がら入力し，各種データを集計するものであ
る．このスコアブックを用いて，さまざまな
研究を進めてきた． 
 一方で近年，プレーヤーの評価のための手
法 と し て 標 準 化 プ ロ フ ァ イ リ ン グ
（O’Donoghue, 2005）が注目されている．こ
の手法はパーセンタイル値を用いてプレー
ヤーの相対的評価を視覚的に示すものであ
り，筆者らも同手法を用いたパフォーマンス
評価の妥当性に関する研究（髙橋ら，2011；
髙橋ら，2013）を進めている．髙橋ら（2013）
は，標準化プロファイリング手法を用いたパ
フォーマンス評価は，実際のセット取得と正
の関連性があることを明らかにした．これは
標準化プロファイリング手法を用いること
で，個々の試合でのプレーヤーのパフォーマ
ンスを評価することが可能であることを示
している．さらに Cullinane and O’Donoghue
（2011）は，テニスのような対戦競技におけ
るパフォーマンス評価では，対戦相手の重要
性が加味される必要があるとし，対戦相手の
条件を加味した標準化プロファイリング手
法を提案している．一方，Hughes et al.
（2004）の研究からは，個人内のパフォーマ
ンスの「揺れ」は試合数を重ねるにつれて収
斂される可能性があるとも考えられ，相対的
なパフォーマンスの基準値を基に評価する
標準化プロファイリング手法は，実践場面で
十分適用可能なものと考えられる．ほかにも，
スコアブックにより得られたデータを基に
標準化プロファイリング手法を活用して行
うパフォーマンス評価の有効性も明らかに
することができた（Nishinakama et al., 2010，
Takahashi et al., 2013）． 
 
２．研究の目的 
 このようなプレーヤーの評価を行う研究
は，そのフィールドでの有効な活用につなげ
る必要がある．そこで本研究は，スコアブッ
クによる標準化プロファイリングの手法を
活用したテニスプレーヤーのパフォーマン
ス評価について，実践的に検証することを目
的とする．具体的には，対象とする選手の属
する競技レベル集団におけるパフォーマン
ス基準値を簡便に算出するプログラムを開
発し（課題Ⅰ），筆者らの開発したスコアブ
ックとの連携を図る．そして同プログラムを
用いた標準化プロファイリングにより，プレ
ーヤーのパフォーマンスを時系列に評価す
ることへの有効性を検討する（課題Ⅱ）こと
を目的とした． 
 
３．研究の方法 
 課題Ⅰでは，標準化プロファイリングで用
いるパフォーマンス基準値を算出するプロ

グラムの開発を行う．パフォーマンス基準値
は O’Donoghue（2005）の示した方法に基づき，
分析する指標毎にパーセンタイル値を算出
する．このプロセスに膨大な時間が費やされ
ることから（髙橋ら，2013），本研究ではこ
のプロセスの自動化を試みるものである．分
析する指標は髙橋ら（2010）によるデータ出
力プログラムで算出可能な 14 指標とする． 
 課題Ⅱでは，課題Ⅰで開発したプログラム
を用いてプレーヤーの属する集団のパフォ
ーマンス基準値を算出し，レーダーチャート
を用いてプレーヤーのパフォーマンス評価
を行う．プレーヤー個人に焦点をあて，プレ
ーヤーのパフォーマンスを時系列に評価し，
パフォーマンス評価の結果と対象とする試
合の実際の結果との関連，プレーヤーによる
自己評価と指導者による他者評価などを総
合的に判断し，標準化プロファイリング手法
によるパフォーマンス評価の有効性につい
て検討する． 
 具体的には，平成 26 年度から平成 27年度
にかけて，パフォーマンス基準値算出プログ
ラムの開発を行う．スコアブックで算出され
るデータを基に，26 年度はパフォーマンス基
準値算出プログラムのプロトタイプを開発
する．27年度は正式なプログラム開発に取り
組むとともに，完成したプログラムを用いて
パフォーマンス基準値の算出を試みる． 
 平成 28 年度は，前年度に算出したパフォ
ーマンス基準値を用いて標準化プロファイ
リング手法によるパフォーマンス評価の有
効性について検討する．パフォーマンス評価
を行うにあたっては個人内の変動に焦点を
当てることから，これまでに蓄積している試
合データを用いて各試合の評価を行い，自己
評価と他者評価も踏まえて有効性を検討す
る． 
 
４．研究成果 
 平成 26 年度はパフォーマンス基準値算出
プログラムのプロトタイプの開発を進めた．
髙橋ら(2013)は標準化プロファイリングを
活用するためには基準値の算出が最も重要
な手順であるとしている．さらにこの基準値
の算出には膨大な時間を要することも重ね
て指摘しており，実践現場で活用するために
は専用のプログラムを開発することが望ま
しい．パフォーマンス基準値は O’Donoghue 
(2005)の手法に基づき，各パフォーマンス指
標について対象とする試合のデータを用い
てパーセンタイル値を算出する．パーセンタ
イル値は 5 パーセンタイル刻みで計 19 個算
出する．筆者らがこれまでに開発したスコア
ブックのデータ出力プログラムでは，合計 17
の指標の値が算出される．本研究ではこの 17
の指標から，O’Donoghue(2005)や髙橋ら
(2013)の研究を参考に，プレーヤーのパフォ
ーマンスとは直接関係のない項目を除き，さ
らに Sampaio and Leite(2013)が指摘するよ
うに数値の標準化を行った上で，14 の指標



(Takahashi et al., 2013)によりパーセンタ
イル値を算出することとした． 
 平成 27 年度はパフォーマンス基準値算出
プログラムの開発を行うことを予定してい
たが，当初 28 年度に計画していた標準化プ
ロファイリング手法によるパフォーマンス
評価の有効性についての検討を進めた．これ
は，パフォーマンス基準値算出プログラムの
開発に当初の想定以上の予算が必要なこと
が明らかになったことにより，パフォーマン
ス評価の有効性の検討を進めることの方が
本研究の意義に資すると判断したことによ
る．27年度の研究結果から，標準化プロファ
イリング手法により個人のパフォーマンス
評価に有効であることが示唆された．特に各
試合でのパフォーマンスをレーダーチャー
ト（図 1）を用いて評価することにより，そ
のプレーヤーに特有の指標の変動が伺え，個
人のパフォーマンスを量的に評価すること
が可能になると考えられた． 

 
図 1 レーダーチャートの例 

 
 平成 28 年度は，前年度に引き続き，これ
まで蓄積していた試合データをもとにパフ
ォーマンス基準値の作成並びにパフォーマ
ンス評価を行い，その有効性について検討を
行った．特定の選手を対象として継時的変化
について検討した研究では，標準化プロファ
イリングを用いて経時的変化を視覚化する
ことにより，選手のパフォーマンスの変化を
視覚的に理解することが可能になった．特に
パーセンタイル値を用いていることにより，
選手のパフォーマンスの良し悪しを明確に
示すことができた（図 2）．また特定の選手同
士による対戦の内容について検討した研究
では，複数の試合を分析することにより，選
手のプレーの特徴や得失点の傾向を客観的
に示すことが可能となり，特定の選手に対す
る対策を示すことの可能性がうかがえた（図
3）．これらの結果は，標準化プロファイリン
グを用いたパフォーマンス評価の有効性を
示すものであると考えられる． 
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図 2  パーセンタイル値によるパフォーマン
スの継時的変化 

 

図 3 特定の選手同士の対戦における標準化
プロファイリングの比較 
 
 期間を延長した平成 29 年度の研究成果と
して，ある大学テニス選手の 4年間の競技力
向上の過程について検討した．対象とした選
手 A は大学入学後，学年が上がるにつれて
徐々に成績も向上し，2 年次から 4 年次まで
全日本学生選手権に出場，3 年次の地域学生
大会のシングルスでは優勝した．1 年次にデ
ィフェンシブなプレーを強調したのには，本
人が強打を得意としている分，カウンターな
どのプレーにあまり目を向けていないよう
に見られたためである．指導者から見て，選
手 Aはカウンターのようなプレーもできる技
術を持っていたと判断できたことも，その一
因である．2 年次以降は，本来の選手 A の強
みである攻撃的なプレーを磨くことを心が
けた．その中でも，相手に最後の勝負を「委
ねる」という姿勢は重要であると思われた．
これによって，ラリーの最終盤の状況で選手
A が無理をするようなプレーを選択するケー
スが少なくなったと思われる．3年次以降は，
遅いボールを有効に使うということがテー
マになった．最適なポジションを取るために
は，時間的な余裕が必要である(日本テニス
協会，2015).ネットプレーを多く用いる選手
A にとって，ネットプレーで最適なポジショ
ンを取ることが必要である．なお，本年度の
研究成果としては標準化プロファイリング
によるパフォーマンス評価の結果まで示す
ことはできなかったが，継続的な研究課題と
して，次年度以降にその成果を発表する予定
である． 
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